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最 小発育阻止濃度(MIC)測 定 法改訂につ いて

1968年 に制定された本学会標準法(Chemotherapy,

16(1),98～99,1968)は,と くに 接種菌量の規定がな

いため,薬 剤の種類によつては,接 種菌量の差によつて

MIC値 に著しい差が生ずることがあ り,こ の点 を検討

する必要があることが指摘された｡そ して本法を再検討

するならば,そ の他の点についても検討し,改 定案を作

成することが,本 学会理事会で決定し,大 越理事長より

改定案作成の委員が委嘱された。委員会は昨年12月 か

ら4回 開催し,三 橋委員からブ ドウ球菌,大 腸菌各10

株 の配布を受け,各 委員が各種の接種菌量,接 種方法等

を用いて検討 し,改 正案を作成 し,6月 に理事会に答申

した。

本改正案の作成に当つては次の点を考慮した。

(1)　 現 行法が広 く普及しているので,大 きな改訂は

避けた こと。

(2)　 接種菌量の大小がMIC値 に著しく影響する場

合が多いので,接 種菌量をできるだけ一定に保つよう規

定した。ただし希釈操作は面倒であるから,で きるだけ

避けるようにしたこと｡

(3)　 耐性株に 対 し て は,い わゆる2点 法を採用し

た｡例 えばブ ドウ球菌でEMで 耐性を誘導 され る株は

本法で発見できること。

(4)　 栄養要求のきびしい菌種のMIC測 定 法に関し

ては,培 地,培 養法など検討すべき問題 が多 くあるの

で,今 回は除外したこと。
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上記のごとき,改 訂案が委員の方々の御努力により,で き上 りましたが,こ の案に御意見があられる方は,私

迄,お 申出戴きたいと存じます。3ヶ 月の間に御意見がなければ,こ の案のごとく現行法を改訂いたしたいと存

じます。

日本化学療法学会 理事長 大 越 正 秋


